
教育目標、アドミッションポリシー 

若狭医療福祉専門学校 

【学園全体】 

教育目標 

志高く、熱意と優しさを持った豊かな社会の実現に貢献できる人材の育成 

 

教育方針 

実践力・人間力・社会力の３つの力の育成 

●実践力；現場で必要とされる専門的な知識技術の習得、国家資格取得 

●人間力；「忠・仁・信・正・義」５つの心を育む教育 

●社会力；挨拶・笑顔、コミュニケーション、ホスピタリティ、しなやかさ 

 

【理学療法科】 

教育目標 

“考える力・思いやりの心・協調性を持った行動力”が備わった人材の育成 

●自ら考え学習する習慣を身につけ、問題解決能力を高める 

●社会人基礎力に加え、医療人として実践的な専門知識・技術を身につける 

●社会に貢献しようとする強い意思の育成 

 

アドミッションポリシー 

●理学療法士になるために強い目的意識をもち、その実現にむけて継続して努力できる人 

●明るく元気で人との関わりを大切にする人 

●自ら課題を発見し、解決に向け積極的に取り組める人 

 

【介護福祉科】 

教育目標 

“思いやりと技術をあわせ持った介護のプロフェッショナルへ 

●コミュニケーション能力の育成（表現、聴く、伝える力） 

●体感型授業による知識、技術の習得、気づきの力の育成 

●ボランティア活動により人に寄り添うことや自ら積極的に実践する力を育成 

 

アドミッションポリシー 

●優しさと思いやりを持って礼儀正しく、笑顔で対応できる人 

●チームワークを大切にして、相手の立場に立って『自分ごと』として捉えることができる人 

●積極的に学ぶ意欲を持ち、自分の意思を伝えることができる人  


